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単純な計算こそ、脳を活性化する；

算数教育に算盤の復興を希求して綴る論考

板垣 芳雄

(宮城教育大学名誉教授)

前置き

「よく遊ぶ子は賢くなる」調査まとまる、という記事を、昨日か、一昨日の新聞で読ん

だように思ったが、探しても見つからなかった。そのうち、２月１３日の朝のＮＨＫテレ

ビでニュースになっていることを知って、ニュースを文字にしたのを洸むことができた。

それによって話す。これを1!lき始めたのは、ニュースの日の翌日、２月１４日である。

調査対象は１，０００人余り、２０代の社会人の子どもをもつ人たちで、r小学校入学前

の子育てで意識したこと」という質問に、賢く成艮した子の親には、r思いっきり遊ばせる

こと」と答えている人が多かった、とある。「難関大学」に入学したことを「賢く」と言い

表しているらしい。質問内容、調査方法の詳細はわからないまま、統計の結果が幼児敦介

について発信している内容は興味深い。

ニュースが伝える「小学校入学前は、五感を使うことで罰が発達する大事な時期で、関

心を持ったことをすぐ吸収できる力があります。遊びのなかで楽しみながらさまざまな力

を身につけることがその後の学習意欲を育むことにつながります」というメッセージにか

こつけて、原稿が書き進められそうな気になった。

調査の代表者は、内田伸子お茶の水大学名轡教授、発達心理学。

わたしは、道路や横丁、路地裏がまだ遊び場であったときに育っている。道は自家用車

たるマイカーが通る路になって、テレビがありゲーム機のある現代の子の「遊び」を、わ

たしの年代の遊びで考えるわけにはいかない。しかし、学習は五感を使う遊びのなかで行

なわれるという点では、今の幼児も、むかしの幼児とかわりないであろう。学習されて、

後々まで有効に働く記憶は、いくつかの五感に有機的に結びついて覚えられたものである。

今は、幼碓園の期闘は３年が当たり前のようである。3 fllの間に、ひらがなを全部読め

るようになり、３００まで数をかぞえられろようになることが目標にされているという。

それは、ある地域のある幼稚園でのことかと思ったら、そうではないらしい。というの

は、その地城からは遠く離れているわたしの住まいの近所に保育所があって、その屋上の

プールの周囲に手をつないで立った幼児が、いっせいに「いち、にー、さん、しー、‥ ・」

と声を張り上げているのを一度ならず目にしたからである。１００近くなると、声がそろ
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わなくなり、２００ぐらいになると、声を出すのは４半分ぐらいになった。

遊びの場で放称を唱えるだけでは、五感を協同させて働かす遊びにはならない。

半年ほど前になるが、幼稚園に入園した孫がおはじきで遊んでいる場に居合わせたこと

があった。わたしが５つのおはじきを置いて「いくつあるか？」とたずねたら、散らばり

様が気に入らなかったか、孫は並べ替えた。全体が対称な模様になるように変えた。

５つではそのときの校昧のようにならないから、５つではなく、７つだったのかもしれ

ない。ともあれ、児の関心は、たずねた数をかぞえることには向かわなかったのである。

話は変わるが、昨年、日本数学教育史学会に出席して、「時間と時刻はどのように教えら

れてきたか」という発表を聞くことができた111）。それによると、戦後の第一次学習指導要

飯（昭和２２年）には、時悶･時刻に関する記述がほとんどなく、時間と時刻のカリキュラ

ムが詳細に規定されたのは、昭和２３乍の「算数数学科術４内容一覧表」からであるとい

う。今から見れば、「段階的で丁寧な扱われ方をしていた」。占領政策の下、間もなく作成

された第二次要領でも、「時計を読む学習が極めて段階的かつゆるやかに導入されていた」。

第二次要領の第１学乍のところに、「きのう、きょう、あしたなどを知る」というのがあ

る。

幼稚園の孫には「きのう」と「あした」がわかるのだろうか、とその子のほ親に間いた

ら、「きのう」は分るようになりかけているという。

今日の給食で食べたものを話せるようになって、昨日の給食で出たものも思い出せる。

母親は、その子は早生まれで、4J 】生まれの子とでは、いろいろなことで一年近くの後

れがあるようだ、とも話した。なるほど。

退職して、毎11がサンデーのFI常にすっかり慣れた老人は、昨日食べたものもすんなり

とは思い出せない。咋日とおとといのことを判別する記憶を脳内に探十のには手間、ひま

がかかる。勁きや感覚では、テンポが幼根園の子と見合うようになって、翌日に勤めがあ

るわけではなし、遊びの進行に寄り添えるようになった。だが、執心の持続。集中力では、

子は老人をしのぎ、半年経って会えば、その差はまた大きくなっている。

さて、明日と今日を区別することを、カレンダーや時計で教えようとしただけでは、子

は、「あした」と「きょう」という言葉を聞き分けられるようにはならない。

第二次指導要領では、「年号の昭和を知る」は３学乍、「時刻の表わし方を知る」は４学

年、「日付･年･号・満年令・うるう年を知る」は５学年と配分されている。

学年配分から。この時代の孤らしが覗かれるようである、

カレンダーといえば、日めくりの唇 のことを思い出した。母の実家で、従弟とちぎって

遊んで怒られたことがあった。伯父が拾い集めて元のように重ねていた。ということは、

毎朝一枚ずつはがすことなど、そのときまで知らなかったことになる。元の順番というの

もわからなかっだ。国民学校に入学する年の春だった可能姓がある。

わたしは昭和１８年に国民学校に入学している。

前にもどこかに書いたことはあるが、わたしのときは学校の算数の進み其合は今よりず
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つと
緩やかだったと思う

。状況証拠となるようなことは、いくつか思い出せる。

数の１９の次は２０、そして２ １，２ ２，２３と続く。２９の次は３０、３９の次は４

０，４ １，４２、という具合になっているという、２桁の低唱のルールに、冬の朝に気付

いたことを今でも覚えている。伝えるすべは知らなかったが、うれしかった。算用数字を

見えさせられて、２１，２ ２，２３，・・・２９，３０，３１，・・・のように香いたのを

洸んだら、日木語の数称のr いち、に。さん、し、・・・ｊ は１０追記数法の通りだから、

１０進也のルールなど意識することなく通り過ぎる。

進み方が緩やかだったように感じるのは、敗戦後の、生徒も先生も、日々、食べること

に精一杯の、教科書もない劣悪な条件下で、まともに授業など行なえなかった特異な時代

のせいに思っていたが、そうではないらしい。そもそも教育課程が、児童の覚える進度に

沿うことをベースにしていたのではないかと、近ごろ、考えるようになった、戦後の第一

次要領の「ゆるやかな導入」は、戦前の伝統を引き継いでいたのであろう。

こどもの感覚の関心に寄り添うこと、口や耳だけに訴え、数称や数字を教え込んで四則

演算を導入しないようにという用心の常識が、初等教育界の閔係者にあったからである。

もちろん、そこを考えるには、稿を改めなければならない。

比べて、わたしが見聞きするようになってからの数学の教青課陛からの推断になるが、

ゆっくり進む児童はおくれるように、がんばっても、おくれ川す児が生まれるように、お

くれ出したらますます後れるように、となっている。

そうなったことの要因は複合しており、時代の進展、時代の空気のせいにするしかない

而もある。開化後も引き継がれてきた暮らしの知憲が。常識として継承されなかった。

といっても、算数･数学については、一番に、教科の指導内容、救育理念に、劣悪化の原

因や理由を求めなければならないはずである。

算術入門のところに、個と向き合ってゆるやかに教導することが欠落しては、やはり劣

悪化したというしかない。

劣悪の実体;こついては、後書きで書くことにする。

算盤は、日木の暮らしにありた常識の復活にも、機能することができるかもしれない。

ここでいう算盤は、「統み。書き、そろばん」のそろばんであろ。江戸期のそれは、明治、

大正にも、公立の学校の外で、算術入門の教具として存在していた、しかし、そろばんを

離れた。筆算・洋式算術のかたちが、小学校の初学年から整えられて行くのに俘い、算盤

は、低学年翔の班び具、初等算数向きの緻具にはされなくなる。珠算は筆算の算術を基礎

知識として高学午から教える科目にされて残ったが、学習具であった５つ玉のそろばんは、

敗較のころを境にして、間もなく、生産もされなくなった。

算盤術の復活を祈るようになっていたわたしは、「叫純な計算こそ、脳を活性化する」と

いう、脳科学者が最新の機器を使って災験、測定を重ねて発見した成果を知って、算数に

誘う簡単な計算を発芽させる試行錯誤を繰返す遊びこそが大切であると、自はをもって書

けるようになった。
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本 橋は 、 ２木 の小 論文 か らな り、 その うち の １本の題 目 を、 表題 に してい る。

あそ び を 楽 しむ の に 、全 力、 全 心、 全 霊で 当っ てい る 児の 学 び に、 未知 の こ とは い くつ

も随 伴し て い る。 し か し 、こ とあ るご とに 「ど うして ？」 と母 観 に たず ねる よ う にな る の

は 、 あそ び が 難し い か らで は ない。「習 う児 には 甦し く ない がム 大人 が 、 算術 へ と学 習 が

ふく らむ とこ ろ で 、幼 児の 戸 惑いや 躊躇 に応 じ た的 確な対 応 をす るの はむ ず か しい。

一 桁 の足 し算 と の 恪闘 も、納 得の 知識 獲鵬 の 仕方 もさま ざ まであ ろ う。当 然、そ こ で「教

える 大人 は難 既す る」。

江 戸 期 の寺 子屋 で 教 えて い たそ ろ ぱ ん術は 、五 感 を 総動 員し て 遊 ぷあ そぴ の 延 長 上に 、

そ ろ ぱん 遊び 、珠 詐 え遊び とし て機能 し 、寺子 を、珠算 ・算 術に向 わ せる 、ゆるや か な 術を

教示 し て くれ る。 それ を 期 待で き ると 考え るか らこ そ 、 わた しに 「そ ろば ん の 復興 を のぞ

み、 求 める 」 心が 強く な った。

江 戸 に は、 幼 碓爾 も保 育所 もな かっ たが、 暮ら しの 場 には 算盤 が あ って 、 九 九を 唱 える

声 は、 も の売 りの 声 のよ うに 聞こ えて い たであ ろ う。

「ひ とつ 、 ふた つ 、み っつ 、・・ ・」 と珠を駈 え るこ とが で きた環 境 の幼 児は 限 られ てい

た であ ろ うが 、高 学年 の年 齢 から 習 う子で も 、珠 豚え で遊 ぶ と ころ か ら始 めて 、そ ろ ば ん

計 算を 実 行す る う ちに、 四則 演 算の 意味 を学ん で 行けた。

＊

F珠 算 、 算 術へ の回 帰 」 を 、木 学会 で 発表 した のは 、昨 年の ５ 月 ２ ５日で あ る。 資料 を

綴 っ たこ と に よっ て 。 考え る こ とが 生 まれ、 資料 を 哺足 す るよ うに、 小 論文 を 書い た。 已

につ ぶ や くよ うに、r 算数 科に そろ ぱん の復 興を めざ し ‥ ・ｊ を 仮の題 と して 、（そ の１ ）、

（そ の ２）、（その ３）、・・ と綴っ た。 書 いた もの が一 人 よ がり で ない か ど うか を試 す 気 持

ち で 、８ 月 ２ ５口 に、全 国 和 算研 究大 会で、（その １）、（そ の ２） を 発表 しだ ２）。

本 稿に し た （その ３）、（そ の４） は 、ｌｊ 月 ３０ 日に本 学 会で 発 表した も ので あ る。

「復興 を め ざ し ・・ ・」 は 、（そ の５）、（そ の ６）、（そ の ７） と 書き進 ん だ。（そ の６ ）

は 近 畿数 学 教膏 学 会で 、 ９月 １４ 日に 、（その ７） は 、１１ 月 １ ５日 に、 日本 数 学教 育 史学

会 で 発表 し た。

本 学 会 で実 際 に 発表 し た （そ の４ ）は 、 先に 書い た もの な のに 、 発 表は 後 にな っ た。 そ

の 理 山は 、 本文 を 読み 始 める とすぐ に 分る。

昨 年 。 口頭 発 襄 し たこ と によっ て気 付い たこ と。 教 えら れ たこ と 、そ れ ら と と もに、 学

会 の 外で わた し自身 が 新 たに 知っ たこ と 、弩え たこ とは 、い ろい ろ とあ った。

知 っ たこ と 、 考えた こ とを 、「復興 をめ ざし ‥ 」 とい うスロ ーガ ンは 引 っ 込 めて、 引 き

続 きつ づ るこ とは 、 まだ 、あ るか もし れな い。

“1 ）佐藤英二：日本数学教育史学会第１３回大会（宇都宮大学）

“2 ）「珠算、算術への回帰」とともに、（その１）。（その２）は、鳴門教育大学「学校

数学研究」、ＶＯ１.21,Ｎ０.2,8,卜１１３，2013 年 秋 に掲載された。
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算数科にそろばんの復興をめざし・・（その３）

一習 う児には難しくないが、教える大人は難儀するー

九九の啼唱のことで、来数先唱という川語がある。「３×４」と書けぱ、「３掛ける４」

で、４が掛ける数、すなわち、乗ずる数の乗数、３は掛けられる数で、被乗数であるから、

乗数を先に唱えるということは、「３×４＝１２」は「４，３，１２」と唱えて啼記するこ

とになる。

大正１３年の岡定教科酋では、乗数先唱を採川したという。

初めて聞いたとき、これは、欧米の読み方に合わせたのかと思った。ＬＯｇ５を、「ロガリ

ズム５」でなく、「５の対数」と後ろから返って読むが如くに。√２は、左から順に読めば

「ルート２」だが、「２の平方恨」ともいう。

３ｘと害いている式は「ｘの３倍」を意味する。

わたしの推測はどこかおかしいと感じながら、気にかけることもなくなったころ、大jE

13 年の教科書改定で九九の暗唱を総九九にするのには、反対論の根強くあったことを教

えられた、反対論に共鳴する気持が生じたことがきっかけで、ある卜、鈴木久男f そろぱ

んの歴史j を読むなかで、わたしの考えは叫純過ぎる、当時の学びの状況がわかっていな

い、わたしの推論は開違っていると思うようになった。

九九の暗唱はそろばんに伴って江戸時代の前からあった。明治却新の欧化政策の始まる

前から日本で行なわれていた。吉田光由「塵劫記」の初めの方に、「２×２，２×３
ご ‥ 、

２×９ｊ に始まり、「３×３，３×４，・・・、３×９」と続き、「９×９＝８１」で終わる

r唱え方j の表が載っている。

「４，６，２４」と唱えて、「４×６は？」（４に６をかくれば）の答は２４であること

を覚えた。ｒ６×４は？j の答も、２４である。

もちろん、九九を唱える声は、算術書から限に えてこない。江川|町以こrｘj や「こ」

の記り･はなし、「塵劫記」は、縦書きで「二　Ξ　 六」のように記寸のみである。

明治、大正と時代が進み、昭和に入ってから６、そろばんの計算が詮の算術の背背であ

りて、九九は唱えて覚えるものとしてあった。

乗数、被吸数、という用語を使うのは、いつ頃からなのか。「かける数」「かけられる数」

という語を児即こ使って教えるようになるのは、ずっと後のような気がする。

「掛ける」の語は「塵劫記」にも・ てくる。左右の順序に関係する用例を探すと．ｒＡを

Ｂに掛けて」答を出す問題ではr Ａをそろぱんの左に、Ｂは右において」計算しておりバ か

ける数Ａ」は「かけられる数Ｂ」の左に布限していることになる、
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iitなる想｛象であるが、’４，６，２４｝と暗唱している内容は。そろぱんの計算では、４

を左に、６を右に置き、「Ａの４をＢの６に掛ける」操作に照応すると感ずることはあった

かもしれない。

算川数字も数式も見慣れているわれわれの感覚では、「４を６に掛ける」は、
ｒ６掛ける

４」と読んでいる「６×４」に結びつく。６×４＝２４という式でイメージするのはバ ６，

４，２４」であって、「四、六、二十四」ではない｡

＊

九九の啼唱については、改めて話題にすることにして、いわぱ、足し算“九九”の一つ

を問ｓにして、算木の操作で、その計算を分析してみよう。

そろばんは、計算共としての算木が進化したものである、「復興をめざし・・（その２）」

では、算木に馴染むことも目的として、玉の勁かし方を引き算の例で考えた。なかに、１

４－７の計算があった。その逆算になる７＋7 の数値を少し変えて。ここでは。８ｔ７の

陳作を考証のサンプルにする。

(い) ( ろ) (は) (に) (ほ)

８　　 ÷　　 ７’　　　　　　　　　　　　 ５　　 ÷　 １ ０　　　　　　　　　　 １ ５

（い） の縦 の ３本 をC ろ） に移 し 、C に） とする。（ に） は １０ とな り、C い） は、 描 木の ５

が 残っ た 状態 の（|幻 に なる、 次 に｡（li ）の 横木を ｛に口 こ移 して 、（li） の １５ とな る。

も ちろ ん、（い ） の 横 木 の５ を移 すこ とを先 に して もよ い。 姿す る に、（い ） と 〔ろ〕 の

算 木 を同 一の 場 所に 並べ れ ば（ほ ）と なり バ ろ ）を（い ）の 場所 に 移して 一 締に して も〔ほ〕

とな る。旦 と £を命 わせ て 一緒 にす る のは 、（い ）や （ろ） とは別 の 場所で もよい。

こ の よ うに 。 計算 前 と 。結 果の 場 所 の とり 方に は 阿洒 り かあ り 。同 じ こ と が。 算 盤につ

い て も起 こ り得て 、粘 緊の 数 を置くllr 数す ろ） 位 置は別 の 算盤;ことるこ と もで きる。

１ ８÷ ７でも 、 ２８ ÷7.28 ＋ １ ７， ８０４-７０．‥ ・の 計算 でも 、 ８ と7_を 合l舛

互 こ と を 必要 とし てい る。 そ の計 算を。 ヱ邑 旦 を亙丿二操 作に し て、観 る こ とに する。

算教 の 式Qこ書 け ば 、 ７＋８． 筆 算で も、 ２ ７＋ ８や 、 ３７ ＋ ８の 答を 出 す に も、 足 し算

“Jし九 ” の ７＋ ８ ＝ １５ を 基にし てい る。

算盤 に よる こ の計 算の 手順 は 、足す ８か ら取 った ３を ７にjllえ て １ ０と し、そ の ］０ に、

８ か ら３ を 取っ て残 る ５を 加え る、 とな るで あろ う。

原 理 の とこ ろ を横 書 きの式 に表 せ ぱ、 ７ 十 （３＋ ５） ＝ （ ７＋ ３） ÷ ５ ＝ １０ ＋5 とな

り、 こ の操 作手 順 は、上 で 行なっ た 、 ８と ７の 算木 の合 わせ 方 と同じ であ る。

７＋8 の 筆算 も 、 この よ うに教 え られ てい る 。と 考え られ る 、

だ が 。 算木 の手順 と、 筆算 の同 には 大き な違い があ る。
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筆算で、８を３＋5 として、３と５に分割するのは、７には３を足せば１０（７の補数

は３）であるからである。

それに対し、算木の操作では、筆算の勉強では暗記事項としている「７の補数は３であ

る」という知識が要らない。

算木のように玉を移して合わせることはできないが、五珠２つとー珠５つの算盤でも、

算木とほぼ同じような計算操作が行なえて、やはり「７の補数は３である」と暗記してい

なくていい。

算盤に７と置けば、補数の３は、もとの位置の一珠３つとして、見えているからである。

ただし、算盤では、７＋9 の場合は、算木の計算と違って、十の位を使うことになる。

７＋8 についても１０の繰り上がりがあったが、算木についてのように、それを最後の

（ほ）について行うことはできる。だが、７＋9 については、算盤操作の途中で繰り上げ

ることになる。

五珠が１つの算盤なら、７＋８を計算するときも、繰り上げをしなければならない。答

えが１０より大きいならば、必ず、しなければならない。

だからといって、足し算は２か所の布数の玉を１か所に合わせることで、五が１つと一

が５つになったら、それを、＋の位の 目こ置きかえればよい。

ならば、五珠１つの算盤があれば、五珠２つの算盤などいらないと考えるかもしれない

が、畏く使川されたには、存在意義がまた別にあったはずである。

「復興をめざし・・（その２）」で考えたように、五珠２つなら、１４－７のような引き

算を、十を五珠２つに置き換えれば、補数の暗算などはしないで行える。

学習具としての五珠２つの算盤のよさは他にもある。

数唱で十進方式はまだ意識せず、数宇も奮けないが、２０ぐらいまで唱え、彗えられる

児は。五珠２つの算盤なら、算木と類似に足し算・引き算を、FEの操作で“計算̈ できる。

五珠２つの算盤で、１５－７、１６－７などの減算をさせたら、どうするだろうか。算

盤に親しみ出したら。なかには試行錯誤の末に、大人の予想しないような手順で答えを導

く児がいるように思う。

算数を修業し終わった大人は、初々しい錯ぷの思考は忘れている。自分の知識で測って

は、表而に現れない思考は胱めない。教導したい計算を筆算の知敵で計って出題しては、

児の思考に入り込めない。児の迷いや逡巡は読めず。咄々人の学びの道筋に立つことがで

きない。

レシートの数字も読めない児の、初めての貿い物を想像してみる。

あるいは、１円貨、５円貨、１０円貨、５０円貨とある、おもちゃのお金を使う逝びに

仲間入りしたら、児の迷いは、現実に見られるのではないかと思う、

お店ごっこでは、２円と５円で７円、５円と５円で１０円、７円と８円で１５円。・・・

のような、買い物やお金の交換が実行されるかもしれない。

一珠が５つの算盤の玉動かしは、そういう遊びの体験に連なっている。
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さて、先の算木による７＋8 の計算を、算盤の操作にして、再度、たどってみる。

算盤に７と14けぱ、補数の３は、７の余りの一珠３つとして、見えている。

５つ玉そろぱんの計算では、「２つには、あと３つで５（五珠）になる」と見えているの

であって、「７には３を足せば１０になるから」などとは考えていない。

「７の補数は３である」は計算の基礎であるから、ぱっと応えられるように啼記してお

かねばならないとするのは、筆算体系からくる桁導の立場である。珠算を離れた筆算の教

育では、書かれた記号自体を対象にした暗記を強いるようになり勝ちである。

実際、わが岡、国定の算術教介は、そのように突き進んできたと考える。

暗記の内容は、算川数字や数式で占かれるが、“啼記、暗唱”の内容は、記号を兄て身に

付くものではない。

「一位数の足し算」をそろぱん操作で覚えた江戸の寺子は、哺数の暗記を宿題に鰍せら

れることはなかったであろう。だが、そろぱん操作を重ねるうちに、算川数字を習わなく

ても、しっかり、実質“暗記”したと考えられる。

＊

未発達な概器ほど､ 原理が素朴にわかりやすく、幼児には扱いやすいということはある、

算盤についても、それがあるはずだ、実際、歴史がそれを証明しているではないか。と、

寺子の習い始めに思い及んだとき、･lつ玉のソロバンしか使ったことがなく、５つ玉のそ

ろぱんには不嬰の玉が１つあるという思い込みの呪紳を解くことができたように思う。

そろばんの計算が、和算の教育の膏１･を作っていた。r江戸時代にｎ本の津々浦々まで普

及していた和算が、日本人を計算好きにした｡ｊ ’和算の素養は、西洋数学を瞬時に輸入す

る原動力となった｡」

下平和夫は、昭和６１年刊の笞で
・1）

、「初等教yrではもっとそろばんがつかわれてもよ

いと思いますがj と発言している。だが、発言のときには、算術の敦育政策によって、ソ

ロバンといえば、大人が店頭で、銀行で、役所の窓口で僥う４つ玉のことにされていた。

４つ玉では、「１７円なり、８円なり､」と聞いて、１７に８を足すのは、７をはらって

２０とし、それに８－３の５を加えて、２５とする。

これでは、数唱を覚え始めた幼児の学習具;こはならない。

わたしは、５つ玉そろぱんの学習を、次のような段階使用で思い描く。

算木（計算柿）

↓

五珠２つ、一珠５つ算盤

↓

● 　 ■ ●

幼稚園

・ ・・ ～１～ ２年 生

五珠１つ、一珠５つのそろばん‥ ・

↓

３～ ４年 生

五珠１つヽ ‾珠４つのソロバン・・・　５～６年生～
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↓

五 珠 ２ つ あれ ば 、 １桁 の ２ 数 を合 わせ る足 し算 につ い て も、 和 が５ 以 下で なけ れ ば 、操

作 にバ リエ ーシ ョ ン があ る。 とい っ て も、 児が 建し い と迷 うわけ で は ない。 王 動か し には

個人 差 が出 る。 教師 は そ れ を 観 察し 、励 ま し、 助 言す るこ と がで き る。 もち ろ ん、 児 の、

動か し方 の 裏に あ る思 考を 読め ない とい うこと があ るか もし れな い。

児 の 思い が 統 め ず 、適 切 なあ いづ ちが 打て な い場 合 でも 、 児の 脱 明を|川い て 、児 が正 し

く 弩え て い る とわ かれ ば 、ほ め るこ とが で きる。 一年 生の 算 数か らほ め られ る。

「覚 えて き た か」、「も う、 忘 れ た のか 」、「で は、 れん し ゅ う」、「 きの うの復 習 」 と繰 り

返す こ との多 い 授 業と は、 か なり 違っ た もの にな る。

そ ろ ばん の 段階 使 用 は 、 各学年 が ５人程 度 で 、全 学で ３ ０人 規|捉の 小 学 校の 算 数に 威 力

を 発 揮す る ので は な い だろ うか。 上 級生 は 自 分の 思 考 体験 を思 い出 し 、 下の 児 を助 け ら れ

る。 下の 生 徒は 、 上 の ３年 生 が、 あ る と きは 、そろ ぱ んで 掛 け 算す る の をそ れ と 分か ら ず

に 見な が ら 、初 等 の 、 自分 の 計 算に か たつ むり の歩 み で 勤し む。 ４ 年 生 なら 、 ５年 生 が ４

つ 玉 ソロ バン で ２ つ の 指を 一気 に使 うの を 目に す る。 歩み の のろ い ま ま、 五 珠 ２つ を 手放

し たく ない 児 は、 五珠 ｌつ は 傍 にお い てと きど き触 る ように すれ ばい い。

＊

「珠 算 、算 術 へ の回 帰 ；そ ろ ば ん 術の 効用 を 考え 、教 具 ・算 盤 の 効能 を 思 う」 と 題し た

腺 嗚 を 作っ て 川 席 一発 表 し た東 北 数学 教育 学 会 のり頂: 研究 会 （平成 ２ ５年 ５月 ２ ５ 剛 で

は 、「１ ７ ＋４ ＝ （　）」 の よ うな ９つ の式 に 答 を書 き 入れ させ る とい う調査 テ ス トの 報 告

が あっ た。「小 学 校算数 科 にお け る 基本的 な 計算 の範 囲 の 再検討 」 と題 すろ 研 究発 表 であ る

註2）。

テ スト の問 題や 調 査 結果 を 、 わが 発 表 に事 寄せて 、 そ こか ら 。珠 算 教育 を 推 奨す る理 由

を 読み と るこ とが で き るよ うに思 う。

「ひ っ さん を　 し ない で 、つ ぎ のけい さんを　 し まし ょ う｡」 とい う問 勉 には 、 次の よ う

な問 い が ９つあ る。

「１ ７＋5 ＝ （　）」、「１ ５ ＋6 ＝ （　）」、「１６ ＋5 ＝ （　）」

調 査 問題 の 企両 者は 、１ ７ ＋5 の 場 合、 ５を ７の 補 数 ３ と且 に 分 割し 、 ３を １ ７に加 え

て ２０ と し、 そ の ２０ と且 を足 し て ２２ と 算出 する こ とを 、 教え よ う とし てい るよ う であ

る。 他の 問い につ いて も 。 一様 に、こ の 方式 で 計算す るこ とを、問 題 とし て い る。

わ たし は 、 １ ６ ＋5 な る式 を 見 ると 、 １６ 円 と５ 円を 食 わせ る よ うに やっ て い る。 分 折

す れ ば 、 １６ ＝ １ ５＋1 の １５ に ５ を加え て い る。 １ ７こ ５ につい ても 、 １ ５に ５ を加 え

て ２ ２ と算出 しそ うであ ろ。

１ ３＋8 な ら、 縦 に 霧い て あっ て も 、 ８をそ の ま ま １２ に加 えて 、 答 の２ １ を出 し そ う

で あ る。

教え よ うと して い る足 し 算 の 仕方 が 、 わた しに は、 はな は だ 窮屈 に 感 じら れ て きた、 教
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える仰|には、算数全体の筆算の系統のなかで統一している方式であることがわかっている。

敬科書が兄本にしている方式かもしれない。だが、全体の系統など、児童にはわからない。

老人が窮屈に感じる型や形式を早くから強制したのでは、１～２年生にとって、身につ

く自然な知識形成の方式になるとは思えない。

５玉そろぱんを使わせれば、初めのうちは児らの指導に難儀しても、徐々に兜らの歩み

を読めるようになり。個々に寄り添い、その児の冒えるリズムに沿った足し算の形成を手

伝えるようになるのではないだろうか。

註1 ）

註2 ）

下平和夫：日本人の数学感覚、ＰＨＰ研究所、1986 ．

佐藤 学（秋田大学教育文化学部）、改名美穂子（秋田県潟上市立天王小学校）：

算数科にそろぱんの復興をめざし・・(その４)

一単純な計算こそ、脳を活性化するー

単純 な計 算を す る 方が 複 球な 計 算を す るよ り、脳 が よ く 働く。 こ うい う話 を、 わたし が

初め て聞 い た のは 、東 北数 学 教青 学 会にお い てで あっ た。 そ の 研 究発 表 が始 まろ と質問 が

次々 と出 て､ 発 裏 者 の指 導 教官 が答 弁し 、il†l足する 説明 を繰 り 返し たよ うに 記億 し てい ろ。

難 し い 計 算問題 を 解 くに は 知恵 を しぼ り、 頭 をひ ねる。 そ うい う 計算 より は。 や さしい

計 算を す る とき の 方が頃 を使 う とは 。 とて も常 識で は 納得で きな い。 とい うの が 、 大方 の

反 応 で 、 わたし も同 じ よ うに感 じ た と思 う。

発 表 が引 用し てい たのは 、川 鳥隆 太氏の 研究で あ る。

研究 発表 を聞 い てし ば らく 過ぎ たこ ろy;1つた と思 われ る 、ＮＨＫ 教 育テ レビr 知ろ を楽 し

む 』 の 「こ の人 こ の 世界 」 シリ ー ズの テ キスト 、川 島隆 太 「脳を 鍛 え る」 が、 い ま手 元 に

あ る。 表 紙 には 、2006 年 ２～ ３月 とあ り 、かな り 古い 稀 組だ っ たこ とが わか る。 わた

し はテ レ ビの 講座 は聞 い てい ない し 、テ キ スト もほ と んど 読まな か っ たと 思わ れる。

・ 組 第 一週 、１ － 回 の ペ ージ を間 くと、「認知 症 の患 者が 、 音読や 計 算を 中心 とす る 教材

を 川 い た学 習、・ ・・ 、 学習 療 法を 逝 じて 回復 した たく さ ん の方 ・ ・ ・」 とあ り 、「認知 症

の 障 害の カ ギは（脳の ）前 頭前 野 にあ るj、「簡 単な 計算 や膏 読 が前頭 前 野を 活性 化 させ る」、

「難 しい 教 材を 渡し て はい けな い」 な どとあ る。

教 材 例の 「声 にだ し て、 たし 算 をし ま しょ う」 とい うサン ブ ル には 、 一 桁の 数の た し算

が 用 紙の （お もて） と（ うら） に ５問ずつ 。合計 １ ０問 記し てあ る。
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テキス ］ヽ第一回のおしまいのところには、学習療法を、障害をもった子どもたちにも生

かす活動が始まっている、とある。

第一回の題は「よみがえる脳」で。第二回の題はというとF 脳の老化を防ぐ」である。

このテキストの放送の年から数えても相ぴjな年数が遡ぎている。これまでに、この研究

活動について、どこかで、兄たり聞いたりしている人がたくさんいるようにも思われる。

わたしが、テキストを今頃になって「」!1いたのは、「珠算、算術への回帰」を念ずる気持ち

が強くなって、算盤の利川を算数教科に推奨したい気持が芽生え、基礎的な加減算につい

て考えたことに係わっている。とつおいつ「そろばんの復興をめざし・・（その２）」を綴

るうちに、単純で、やさしい計算でも、学び始めの児童や幼児には、いろいろな要楽と絡

み合っており、解けたり解けなかったりすることに、徐々に考え及ぶようになった。

で､迪くにかすんだ記憶のなか、『単純な計算で脳はよく働く』という話が思い浮かんだ。

そんなある日、偶然にというか､ 幸運にもというか､ 狭い書棚に並んだ書篇のなかに/ 祚`

のテキストはちゃんとあって、取り川しておいたという次第である。

「復典をめざし・・」を（その３）まで、審き逆めたところで、おもむろにテキス 】ヽを

開いて、まずは第五回「脳と数」のところを一通り読んだ、

「単純な計算こそ、脳を活性化する」とある部分では。最初のところに。こんなことが

述べられている。

y私たちは脳機能イメージングの手法を使い、数を扱っているときに脳がどう働くかを

調べました。すると。例えば単純に、｜から１０までの数字を頭の中で繰り返し数えると

いう行為をするだけで、脳は前頌前野、運動野、・・・、後頭漿と、さまざまな場所がいっ

ぺんに活性化することがわかりました｡」

ここを統んで、黙って物を数えただけで、「ひとつ、ふたつ、みっつ、・・・、とお」と算

えた記憶を想起し、脳のあっちこっちがμを覚ますように憶測され、幼児期に、指をしっ

かり折りながら教え唱えておけば、ただ唱えるだけよりは、もっといい脳の記億になるの

だろうと思った。

そろぱんの玉を繰り返し数えることに集巾する行為に裏打ちされた計濁 の記憶は。守子

屋の時代にはしっかり脳に刻まれていたこととわたしには推断』される。

川鳥教授の、テキストの年までの研究雁は１０年、さらに、そのときから今日まで７、

８年が過ぎており、たくさんの脳活性化の研究データには、簡41な足し算、引き算をそろ

ばんで行うこと、計算をそろばんの操作から学習し始めることに閔連するようなのが、あ

るかもしれない。だが、口本の学校で、そろぱんを教えなくなって久しい。小学校４年か

らソロバンを習つたという人は商齢者にはいるが、５つ玉そろぱんで足し算、引き算を教

導された人となると、ほぽ完全にいなくなった。脳機能イメージングに最新の諸機器はあ

っても、肝心の被験者はいない世の中になっている。

５つ玉そろばんのことなど、わたしは７５歳を過ぎるまで考えたこともなかった。それ

が。口本人を「計算好き」（下平和夫）にしたのは算盤であり、匡の「津々浦々まで普及し
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てい た 数 学」 は 算盤 の 算 術を 基盤 に して いた と考え る よ うに なっ た。 今 で は、 江戸 期 に あ

っ たそ れを 、算 術 で払 本 の学習 共 にし て復 活さ せたい と心か ら 思っ てい る。

復活 さ せ ると は、 明 治継 新 に 始 めた 学 校制度 に 乗せ て 教科 を 発動 させ 、以 来 ずっ と変 わ

るこ とな く 、計 算入 門 か ら洋 算 ・筆 算 の教授 階 梯 で 整備 する とい う、 数 学教 科が 向 かっ て

き た 方向 に 歯向 うこ とに な る。 一朝 ―夕に で きる こ とで はな い。 部分 復 興に して も 、 今ま

で の学 校 教育 の集 積 との 係 わり の上 に、 戦略的 に、 上手に 企画 され なけ れ ばな らな い。

企 画 へ動 機 付け に なり そ うな こ とで は 、幼 惟園 の年 長 組で 週 に ２回ぐ らい ５つ 玉そ ろ ぱ

ん で 、 単純 な加 減 算 を 教え る とい う のは ど うであ ろ うか。 そ うい う試 み は、 小学 校 教師 を

退 職 し た 人が 、無 料 奉 仕で 始 めら れ るので は ない か。 力 のあ るい くつ か の園 で 、６年 ぐ ら

い 続 けれ ば、 うれ しい デ ー タが 生 まれる に違い ない。

＊

先 の 「脳を 鍛 える 」テ キ スト にあ る、「声に だし て、 たし 算 をし まし ょ う」 とい う一 枚の

サン プル は 、問 題 紙 の 両 而と も、 ５ ～９ の数 に ３を 加え る ５つ の式 が 並 んで い る。 両 而 と

も、 最 初の式 は 「６ ＋3 ＝　 」 であ るが、（お もて） と （ うら） で 、残 りの 順番 は違 え てあ

る。 問題 順 に 答え る の でな く 、ｒ６･ｒ ３＝　ｊ の 次に 、「 ７＋3 」 の行 に 移り 、 次 に「 ８ ＋

3 」、次 は 「９＋3 」 と、答 を記 入 して行 っ て もい い のか もし れない 。

多 分 、課 題を 与 え る ス タッ フが 計 算時 間を 渕る こ と もあっ て 、回 答 の 仕 方につ い て 特別

な注 意 をしな くて も 、 前か ら順 に答 えてい く だろ う と思 う。（お もて） と（ うら） で考 え る

時 間 が 異 なる とい うこ と もあ るだ ろ うし 、 彼験者 が 多け れ ば 、間 違い の 多い 閻い とい うの

も 扱測 され たり す るだろ う、 と推測 す る。

推 測 につ られ て、 わた しは、 ５～ ９、 五 種の 数の ２つ を足 す とい う問題 を考 えて み た、

た だ し 、ここ は、「 ７と ５ を足 す」 を 「 ７ ･１･ ５ ＝　 」 と 沓か ない で 、 た だ、（７ ， ５） と

２ 数を 並 べ吝く こ とに し 、（ ５， ７）は 別立て に すれ ば、 全 部で ２５問 に な る。 ５問を １枚

の問 題 紙 とす れ ば 、 ２５問 を ５組 に 分け る 二とがで き るが 。 ２ ５問 から ５問 の 選び 方 はい

ろい ろ と あっ て 、 作り の 違 う問題 紙 はず い ぶん な 数に なり 、問 い の順 番の 違い も 考心 に 入

れ れば 相 当な 種 類 の問 題 紙・ 教材 例が 作ら れる。 な か に、 脳 の 準備 体操 向 き なの もあ るだ

ろ うし 、問い の 並 びの 彫響 で 誤答 が 起こ り やす いとい うの もあ るか 、と 考え る。

学習 療 法に 係 わり て 、 つい 、い ろ いろ なこ とを 考え て しま うが 、 自 分が 幼児 期 に した 計

算 につ い て覚 え て い るは ずは な く 、 まずは 、２ ５問 全部 につ いて 今さ らの こ とに して 計 算

し て みる しか ない。

解 答意 欲 の湧 く問 題 で はな し 、 順番 は適 当 に書 き、 ビ ール を 飲み な が ら、 一通 り 答 え を

出 し、 直 後に 、 自分 は、 ど のよ うに 「計 算」 した かを意 識的 に 思い 出す こ とに し てみ た。

（５， ７） は、（ ５、 ５ ＋２ ） とし て １２ と出 して い る。（ ７， ５）、（９、 ５） な ど も、

７＝ ５ ÷２、９＝ ５－ ４ の ように 、５ とい く つ とに分 けて い る。 ５があ れば そ うし てい る。

５が なく て 、（ ６， ９） や （９、 ８） の よう にど ちらか に ９があ る 場 合ヽは 、９の 相 方か ら１

を引 いて 、（９， ８） を （ ９， ７ 十ｔ） とみて 、（９＋1 ） ＋7 で １ ７と出 して い る。
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自分の算出にそういう規則性があることも意外であったが、（６，６）は（５＋1.5 ＋

1 ）としていたようだし、その問題に影響されたか。（７，７）は（５十２、５＋2 ）とし

たようである。

残る問いは、５も９も入っていない、６，７，８からなるものである。それは、一方を

他方の補教に分解しているように思うが、そのときは、（６，８）なら、６＝２十４、（７，

８）なら、７＝ｘ＋5 のように、大きい数の８についての哺数を考えたようである。

ところで、自分の「計算」を客いてきて、気付いたのであるが、（６，８）の場合でも、

５をベースに（５十ｌ、５＋3 ）と分解して、１＋３＝４だから、６＋8 ＝１４と出す方

が楽なのではないか。８の補欺２を念頭に６－２＝４だから、６＋8 ＝４十（２＋8 ）で

あるとする説明は、聞く側からずれば、どこか、ぎくしゃくしてなめらかではない。

（６，９）のように、９を含む場合･もそれでいける。（５十）。５＋４）。

ということは、陥数の暗記は、２桁の数の引き算をするときでいい。というより、引き

算をやるなかで。１０－６＝４，１０－７＝３、１０－８＝２の計算が繰り返され、６の

補数はも　７の補数は３，８の補数は２，が有効に悒き、自然に紀憶されると考えられる。

ともあれ、単純な計算という岡定紋念でしか見ていなかった１年生の計算が、多様な法

則を内在させていて、脳を活性化させることは、感じ取れるよ引こ思う。

体の成艮のように、脳の大切な要素は、学校に入る前にほぽ形成されているとすれば、

それまでの脳機能の形成と最も関わり深いのは、算数についても習い始めの内容なはずで

ある。初めて覚える計算の。その前のr かぞえることＪは、耳で間いて、声に出して、指

を折って、数えるものを手で動かして行う。このように、いわぱ身体で覚えた記憶は、平・

耳・μを動かさなくても、記号に記すこと、記した記号を読むことを可能にする。だが、

諸記号を積み重ねて難しくした問題を解くときは、前頭前野の一郎から脳の他の部位にも

広く及ぶ「かぞえること」の記憶にまでさかのぼることはないであろう。と、これは脳科

学のことではなく、学習についてのわたしの心象を比喩的に言ってみたまでであるが。

＊

「声にだして。だし算をしましょう」の教材を真似て、ひき豚のサンブルを作ってみた。

テスト①：　１１－２，１２－３，１３－４，１４－５，１５－６．

同じく、テスト②：　１１－３，１２－４，１３－５，１４－６，１５－７．

こんな計算の学習についての自分の記憶のあるはずはなし、日下、学習中の子ども五、

六人が解くのを目前にすることができたならば、と思う気持もあるが、実際に観察の機会

など作ったら、新たな課趙の前に。筆を進めることができなくなってしまうかもしれない。

子どもでなくて、学生でもいい。パソコンの画面の前に一人一人座らせて、一問ずつ繭

面に出して答えさせるというのも今なら簡単に企画できるか。

解答時間を記録し。問題ごとの差を比べるプログラムを組み込むこともできるであろう。

問題の出し方は、記号によらずに、１１匹の羊と２匹の羊の絵で、問題「１１－２」と、

その答を引き出すような風にしたら、数記呼をまだ読めない就学前の児にも試され、この
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調たに参加することがr かぞえることj に接近する学習にもなる。

一つ一つ図別に計算させるためには、テストの問題は、上のような順番にしない方がい

いのであろう、だが、この順番に答えることで気付くこともあり、気付き方、気付くこと

には、個人差が見られることであろう。われわれからすれば、すべて単純な計算であるが、

児のする計算の思考自体は多様で､ 実地に観察したことはないが、単純ではないのである。

次のような計算をさせれば、気付くことも、また、違ってくる。

テスト③：　１５－４，１４－４，１３－４，１２－４，１１－４．

テスト④：　１６－７，１５－７，１４－７，１３－７，１２－７．

さて、君は、あなたは。テスト①、③、さらには、①、②の計算をするのに、どのよう

に考えましたか、と学生に問えば、どんな答えが返ってくるか。

返ってくる答は、④については。一色になるかもしれない。４つ玉ソロバンの操作にな

る方式で、④の１６－７なら、７の楠数の３を６に加えるという仕方である。そのー色の

仕方を型通り教えているとしたら、多様な、個の思考を無視した教え込みになると思う。

その型は、桁数の多い引き算:こついても一様に適用できる。それが身に付いている大人

は、その知識を教えることが、ここでの口的と考える。自分の計算の仕方を教壇で説明す

るのはやさしい。

篆算計算のできない教師は、今ではいないであろうから、算数を教えるのは楽である。

小学校め散科のなかで誰もが自信をもっているのは、算数である。と、これは、兵庫教育

大学を職場にしていたときの、佐々木元太郎先生のお話で、洲いて、なるほどと感じ入っ

た。

効率的なのぼり階段を11指せば、マニュアルは直線的になり、固定化して行く。一色に

固定されたマニュアルの指導では、学びのどこかに小さなほころぴが生じただけで。その

後の学習に文障を来す。 咀瞎みする児を先に進めるには、階段をいったんほころびの下ま

で降りさせて、同じマニュアルの坂道を禅度登らせて、繕うしかない。

計算については、そういう指導法しか教師には思い浮かばない。教師のイメージする指

辱課程が直線的になっていれば、初めの段階に位既する足し算、引き算は単純な計算で、

一番やさしく、脳の一部分の血流をljかすだけのことに考えてしまう。

商学甲に続く計算の道を、教室の机の前の児童は、教師に引率されるままに突き進む。

ひたすら前へと向う教師の説く内容は、幼児期には働かせた脳のあちこちを伎う必要など

のない、算数や数学の領城に閉じ込められた暗記モノになってゆく。そう弩えると。なる

ほど、入試問題にされるような「難しい計算」をターゲットにイメージしているような授

業は｡ 生徒たちの皮層に働きかけろだけで退屈で､ 脳を活性化する要素に乏しいであろう。

内容が整頓、整理されて「難しく」なるのは、大学で教えろ基礎の数学テキス1･につい

て、わたしは体験的に見てきた。商佼の故学にも、中学の数学にもそれがあると思う。

大学の徹積分テキストが書き直されて、だんだん難しくなる。精選し、枝槃を間引くと、

宥機的連関の薄い作りものになることも「難しさ」の一面である、
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＊

川烏隆太「脳を鍛える」は、最終回の第八回は。「脳と子ども」をテーマにしている。

「今の子どもは切れやすく、ひきこもりになりやすいとａ われますが、そうしたさまざ

まな延会的な不翼合、病理現象も、前珈前野の、行動や感情の抑聊』力の問題。コミュ二ヶ

－ションの問題と考えられます。j「だからこそ、前蛸前野をきちんと鍛えあげる仕組みを

家庭や学校、地域の中で作るよう提案することが、子どもたちのより健全な育成につなが

ると、私たちは考えました｡』

「高齢者が読み・書き・計算をすると、脳が激しく活性化し。認知権能の低下を防止で

きる」とは。第一回。第二回の中でも述べている。「子どもには、読み・書き・訃算は学咬

でやっていることのイロハのイです」、rそれならば、鳥齢者と子どもが同じことを一緒に

やる場を作れるのではないかと考えたj。そして、高齢者に週に一度、一時間だけ小学生と

同じ時間を過ごすという企画を実際に仙台市で行なったと。テキストに記してある。

「この取り組みのねらいは、高齢抒のためというよりむしろ子どもたちの教育にありま

す」。「地城の教育力を復活できないか」、ということぱが続いている。

読みながら、わたしは、平成の「寺子屋」を夢想した。寺子は５歳児、６歳児だから、

進学塾ではない。高齢者とともに学ぷ賜であって、地域密着の内容、教材、いつでも人学

可。形式として午齢制限はなし。

その「寺子屋」には、５玉そろばんが、いつも使えるように備えてある。

後書き

図書館の新刊書の棚で、寺島広志という作曲家の「クラシック・ 流記」に出会った、週

刊斬潮に連載したものを一冊にしたものであった、コンサートや演奏家の喪話がつづられ

ていて、大学の音楽科の講義でも話しているらしい、クラシックの作曲家や作品について

のエピソードにも直緋を傾けている。夜の味で少しずつ読み、図書館に返す期日が近付い

たとき、わずかに残りている未読のところをぱらぱらめくっていたら、「わけのわからない

もの、数学１！」と題した兌開きのページがあったlり。

引き込まれた。

r数学は体育よりも少し後に放棄した。と言っても小学四年生のり だから未だ「算鍛」

である。もっともそれ以前から数字は嫌いだった。文字、とくに平仮名のように人を包み

込む柔らかさが感じられないからである。

小学佼の低学年で既に、り|き算と割り算が解らなくなった。足し算と掛け算は大金持ち

になったような気がするので少しはマシだった。それに「九九」という砿え歌もあるので

覚え易かったが、割り算にはそれが無い。しかしこれは実際に祇に点を描いて数えてみれ

ば何とかなった。だから当時のＢ（著者）の答案の裂には無数の点が描かれていたものだ。
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高学年になった途端、公式というものが出現した、ΞμI形の隅の角度を求めるのだが、Ｂ

はなぜそんな式で全てが解析できるのかを詞しく思った。 似 下の中間部を略す｡）

それと、成績の優劣がはっきり出てしまうことも子供心に大きなしこりを残すのだった。

Ｂの小学校ではテストケースとして、算数の授業を能力別に行っていた。教師たちは児

鉦の前ではそれをひた隠しにしていたが、誰が見たってすぐに判るのである。Ｂは最初Λ

組に属たのであるが、試験の度に下がってついにｃになってしまったが、Ｄには行かなか

ったところを兄ると、まだ下の人が居だわけで彼らには感謝を捧げたい、「以下、むすびに

至る部分は略すｊ 」

著者は、r小学佼の低学年で既に、引き算と割り算が解らなくなった］と、明瞭に証言し

ている。テストで割り算の笞を出すのにも人一倍がんばって、能ﾉ鳶･|編成で４段階に分け

られたうちのＡクラスにいた。だが、そのうち、Ｂに下がり、ｃに下がってしまった。

しかし、3ぷ数・数学劣等生を自認する著者は、Ｄクラスよりはーつ上のｃに留まってい

たのである。

小学佼への算数が、こんな;こむずかしくあっていいものだろうか。

上に引川の先に、rわが子の成績がどんどん下がって行くのを見た母は、中学を越境入学

させることに決めた､|とある。

著者が、引き屏からしてわからなくなった、と記憶していることが、どういう計算のど

ういうところであったのかは分らない。教える教師も、手助けできなかったことになる。

助けを乞わなかったからか、２年生になっても。３年生のときも手当てをしてもらえなか

った。

ところで、わたしは、「割り算にはそれ（掛け算「九九」のような咄え歌）が無い」とい

う蜜 を読んだときは、快哉を叫びたい気持になった。眺びはしなかったが、「跳び上がるほ

どうれしい」とはこのことだと思った。

割り算川の唱え歌も、珠算にはあった。だが、その歌は、西洋数学の全面的採用の結果。

西洋のほ式の初等教育への進出、浸透の前に、公教育からはじき出され、算数・算術教育

の場から退場させられたのである。

青島広志氏（1955 年３月生まれ）の体験談は、江戸時代の暮らし、われわれの祖先

の子膏ての成り立ちのなかで、そろぱん､が担っていた計算へ誘う学びの過半を、現在の算

数教科は実行していないことを証言している。

そのことは、表立って書いてはいないが、わたしがf 算盤の復興を・・・」と、書き綴

るうちに、江戸川の「そろばん」の学びについて淮察していたことであった。わたしの仮

説としていたことに証拠となる証言を符た気持になって、うれしかったのである。

奇しくも、青島氏の記事を読んだのは、前置きにも紀した日本数学教育史学会で、（その

７）を茫尨することにしていた前口であった。

算数科編成の歴史過陛で、統一化が進み、「割り算九九」が衰退し、退場したことを追悼
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する文をつづったのが、（その７）である。

国家的統一は、合理性と裏腹に。教育の面一的統制として働く。そして、その学びを国

民の義屁とする。

わたしの推察が当っていると知るのはうれしいことだったが、口本の算数が、このまま、

推察の方向に進むとすれば、それは悲しむべきことである。

幼兜は「遊びのなかで楽しみながらさまざまな力を身につける」。遊びと結びついて学び

があり、五感と結びついた学びが脳を活性化する。

おもしろいことに、江戸抑|にあったさまざまな習い事は、いまでも継続してあり、成人

教室やシルバー向けのプログラムを賑わＬている。ピアノやバイオリンは江戸にはなかっ

たが。音楽の教室は、習い事の伝統に乗って海外にまで進出している。

パソコン教室というのはあっても、電卓を教具にしている電卓教雀というのはない。電

卓は幼児の遊ぶ具にはならない。

江戸期の５つ玉そろぱんなら、幼児が豚える遊具となり、また、１年生からの学習具と

なる。それを使わせる算数塾が1111られる可能性は、これからでも、あると思う。

いまある、４つ玉のそろぱんを教具とする学習塾が、５つ玉による幼児教育にまで進出

し、新生そろばん塾として再生するということはあるかもしれない、

さて、５月に光表資料にした「珠算。算術への回帰」は、それ以前の、本学会での発表

研究やその討論に刺激を受けている。

５月の発表に続く（その３）、（その４）を資料にした１１月３０ｎの本学会年会の研究

会では、わたしは。青島氏の証言にも触れて、仙台市で予定されているr 青扁広志のニュ

ーヤーコンサート」のことも紹介した。持参した宣伝パンフレットには、氏の写真やプロ

フィールが載っている。

2014 年の今年、１月１１日（土）に、わたしは。そのコンサートを聴きに行き、「ク

ラシック漂流記」を読んで知った、氏のマルチタレントぶりを眼前にしました。

クラシックを楽しませようというサービス精神には、会場を埋めた大勢のファンが、快

哉で応えていました。

（お話･指揮･ピアノ）青鳥 広志、（室内オーケストラ）ブルー･アイランド楽団、

「青い島」をカタカナ語にすれば、ブルー･アイランドでした。

註)青島広志：クラシック漂流記、中央公論社、2013 、pp.254,255.
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Ｈ ｏｐｅ ｆｏｒ the old t ｙpe So ｒｏｂａｎ( ａｎ ａｂａｃｕs)t ｏ ｒｅｖiｖｅ ａt the int ｒod ｕｃtｏｒy

tｅａｃｈｉｎｇ ｏｆ ｃａｌｃｕlat ｉｏｎs ｉｎ Ｊａｐａｎ

ＩＴ Ａ Ｇ Ａ Ｋｌ　 ｙｏshio

(Ｐｒｏｉ ｓｓｏｒ Ｅ ｍ ｅｒitｕｓ, Miy ａｇｉ Ｕ ｎｉｖｅｒｓity of Ed ｕｃａtｉｏｎ)

Ｃｈｉｎｅｓｅ ｓｕａｎｐａｎ ( 算 盤) ｃｏｍｉｎｇ ｏｖｅｒ tｏ Ｊａｐａｎ. 11amed Sol' ｏｂａｎ. it ha ｓ ｂｅｅｎ ｕｓｅｄ ｉｎ

ｍ ａｎy neld ｓ. ＴｉＵ ｎｏｗ,So ｒoball ha ｓ got ｖａrio ｕｓ iml)r ｏｖｅｍ ｅｎt ｏｆ ｍ ａtｅｒial or 
ａ
ｌｎｃtｉｏｎ.

Ａ ｓｕａｎｐａｎ ｈａs t ｗｏ ｈｅａｖｅｎｌy beads and fi ｖｅ ｅａrth bead ｓ( 五 珠 ２ 、 一 珠5) ，ｗhich

ｗａｓ ｕsed in t ｈｅ Ｅｄｏ ｐｅｒiod. The p ｕpil d ｕｒing t ｈｅ Ｅ ｄｏ ｌｅａｒｎｅｄ ａｒitｈｍ ｅtic by this 01d

type So ｒｏｂａＤ.

ln 1872 ｕｎｄｅr t ｈｅ Ｍ ｅｉｊｉ Ｒ ｅst ｏrａtｉｏｎ， ｍ ｏｄｅrｎ ｓｃｈｏｏｌ ｓyｓtｅｍ ｓtａｒted. Ｐｒｉｍ ａｒy

ｓｃｈｏｏｌｓ ｗe ｒｅ ｆｏｕnded a11 0 ｖｅｒ tｈｅ ｃｏｕｎtｒy. Mini ｓtry ofEd ｕcat ｉｏｎ ｍ ａｄｅ ｉt a p ｒinciple

of ｓt.ａtｅ t ｏ t ｅａｃｈ Ｅ ｕｒｏｐｅａｎ ｍ ａtｈｅｍ ａt.icｓ.Thel･ ｅｆｏrｅ t ｈｅ ｍ ｅtbod ｓ of introd ｕｃｉｎｇ

ｎｕｍ ｅral ｓ，addit ｉｏｎ，ｓｕbt ｒａｃtｉｏｎ，ｅｌｃ ｗｅrｅ ｃｈａｎｇｅｄ t ｏ ｗｅｓtｅｒｎ ｍ ａｎｎｅｒ in ｗhich

calc ｕlat ｉｏｎ　 ｗａs　pr ａｃticed　 ｗith ｗｒitten　ng ｕl'ｅs　 ｗitho ｕt　 ａｂａｃｕｓ.　Ｕ ｎｄｅｒ　that

ciｒｃｕｍ ｓtａｎｃｅ，in t ｈｅ Ｔａｉｓyｏ(大jE)pe ｒiod ，ｃａｌｃｕlat ｉｏｎ ｗit ｈ ａｂａｃｕs(So ｒｏｂａｎ) ｗ ａｓ

ｃｏｎｓide ｒｅｄ ａｓ tｅａｃｈｉｎｇ ｓｕbject depending o ｒ ｓｕbordinat ｅ tｏ Ｅ ｕrｏｐｅａｎ ａrit ｈ ｍ ｅtic in

pr ｉｍ ａrｙ ｓcho01･

Befb ｒｅ t ｈｅ Ｐ ａｃｉｎｃ Ｗ ａr in the Sho ｗａ( 昭 下||)pe ｒiod ，abac ｕｓ-ｃａ】cｕlat ｉｏｎx ｖａｓ

omciaU ｙ tａｕgllt a'om fi) ｕｒ gｒａｄｅ ｏｆｓchool. Ｂ ｕt ｌｈｅ ａｂａｃｕｓ ｗａｓ ｎｏt ofthe old t ｙｐｅ ｉｎ

ｃｏｎｎｇｕｒａtｉｏｎ ａｓ ｓｕａｎｐａｎ， bｕt ｏｆ ｎｅｗ type Sor ｏｂａｎ ｗhich had only ｏ】ｌｅ ｈｅａｖｅｎｌy

bead ｓ andfi) ｕr earth bead ｓ(五 珠 １ 、 一 珠4).

０ ｎ thi ｓ ａｂａｃｕｓ being able reg ｕlarly ｍ ｅｎta11y t ｏ ｍ ａｎｉｐｕlate f ｕｎｄａｍ ｅｎtal･

ｓimple ope ｒａｌｉｏｎｓ. tｈｅy ｃａｎ ｓpeed ｕp the calc ｕlat ｉｏｎ th ｒｏｕgh the training ｓ. Ｔｈｅy

ｈａｄ ｂｅｅｎ ｕｓing t ｈｅ ａｂａｃｕｓ ｅｍ ｃｉｅｎt 】y ａｓ calc ｕlat ｏrs ｗｈｅｎ ｗ ｏrｋｅｄ ｉｎ ｏ
ｍ ｃｅｓ

， banks･

de ｓigning ｓｅｃtｉｏｎｓ of £lct ｏｒie ｓ ａｎｄ s ｏ ｏｎ. ln those p 】ａｃｅｓ t】le abaci played the big

pa ｒt ｉｎ ｃａｌｃｕlating tiU t ｈｅ ａｐｐｅａrａｎｃｅ ｏr tｈｅ ｅｌｅｃtr ｏｎｉｃ ｃａｌｃｕlat ｏｒｓ.

Ioday ， ｗｅ Ｊａｐａｎｅsｅ ｄｏｎ't ｕ８ｅ the old type So ｒｏｂａｎ. Ｂｕt in thi ｓ pape ｒ ｗｅ

ｅｘｅｍｌ)lified t 】lat it( 五 珠 １ 、-- 珠5) ｗ ｏｕld be ｖｅry fimct ｉｏｎａｌ もｏ t ｅａｃｈｉｎｇ ｃｏｕｎt ，

ｎｕｍ ｂｅｒｓ, ｃａｌｃｕlat ｉｎｇ ａｎｄ ａrit ｈｍ ｅtic fk)r the nr ｓt ｏｒ t.he ｓｅｃｏｎｄ ｇｒade lj ｕl】ilｓ. Ａｂｏｖe

all ，I〕ｕpils tllem ｓelｖｅs ｃａｎ ｃｏｕｎt ， think and c ｒeat ｅ tｈｅ ｃａｌｃｕlat ｉｏｎ ｏｎ tｈｅ ａｂａｃｉ.

Ｄｒ.I 血 ｗａｓhima' ｓ ｒｅsｅｍ･ｃｈｅｓ in lle ｕrophisiology ｏｒ brain mapping impne ｓ t 】lat.

ａｎｓｗｅｒing ｓｕch ｓimple pr ｏｂｌｅｍ ｓ ａｓ 13 －7 1 ｓ ｄｏｎｅ ｂｙ ｍ ｏｖｉｎｇ ｍ ａｎy part ｓ ofb ｒａｉｎ･

Siml) ｌｅ ｄｏｅsｎ't ｍ ｅａｎ ｅａｓy in the mapping of p ｕl】il'ｓ bｒａｉｎ ｗｏｒk ｓ.

Ｋｅｙｗｏｒd8: t ｅａｃｈｉｎｇ ｓｍ ａＵ ｃｈｉｌｄrｅｎ， ａｒitｈ ｍｅtic ， Ｃｈｉｎｅｓｅ ｓｕａｎｐａｎ （ 算 盤 ），

Ｊａｐａｎｅsｅ Ｓｏrｏｂａｎ, br ａｉｎ tｒaining･
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